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静岡精華幼稚園　　　令和５年１１月３０日発行
避難訓練（不審者対策）を実施しました！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園長　熊谷　隆弘

　１１月２４日（金）に本年度第７回目の避難訓練を実施しました。今回は第６回目（10/27）に続き２回目の不審者対策訓練です。今回の設定は次のとおりです。
①朝の園庭あそび中に正門から不審者が入ってきます。危険物は持っていません。職員が対応しますが、不審者は話を聞かず侵入を続けます。ここで警察へ通報し、園内には暗号による放送を流します。
②放送を聞いた園児たちは、職員の指示で靴を履いたままホールに避難。職員が１階出入口を施錠し、園児は身を潜めます。一部職員が園庭・保育室・トイレ等に園児がいないことを確認します。
③その後「さすまた」を使用し、複数の職員で不審者を取り押さえる、ところまで今回は実施しました。
　私は、不審者役となりながらも、園児たちの様子を確認していました。園児たちの様子
は、「遊んでいる途中でも、放送が流れた直後、すぐに遊びをやめ集中して放送に耳を傾け
る。」「近くにいる職員の指示をしっかり聞き、静かに素早く行動する。」「１階ホールに全
員集合した後もおしゃべり等をせずに、静かに次の指示を待つ。」等々。
今回の訓練は、園児たちへの事前のアナウンスはありません。急な放送と職員の指示に
驚いている園児もいましたが、園児たちは、前回までの訓練を活かし、落ち着いて取り組むことができました。いつもどおり素晴らしい動きです。
　基本的には、園地内に不審者が侵入した場合は、不審者と判断した時点で警察に即通報。職員は、園児を守る動きを最優先に行動します。不審者が園児に危害を加える恐れがある時は、園児の盾となることも必要ですが、園長が在園している場合は、不審者対応は必ず園長が行います。
　「聞く」は、命を守る。日ごろから力を入れ、大切にしている「聞く力」が、大きな成
果として発揮される訓練となりました。
劇あそびの練習に楽しく取り組んでいます！
　１２月６日からの劇あそび本番に向け、各クラスの練習にも熱が入っています。小道具や大道具の製作、遊戯室での練習など、着々と準備が進んでいます。子どもたちが、練習や本番で、自分の役割を精一杯果たそうとする姿、劇あそびを楽しみながら堂々と演じる姿を見せてくれることを願っています。保護者の皆様も、劇あそび参観会をどうぞお楽しみに！
１２月も、本園の教育活動へのご理解、ご協力をよろしくお願い致します。
